











































Influence of Activities Using Children,s Cultural Assets on Psychological and Behavioral




  This study focused attention on children’s cultural assets and facility training during Childcare Practical 
Training I. Based on free descriptive answers concerning  “psychological”  and  “behavioral”  changes before 
and after conducting activities using children’s cultural assets, the influence (beneficial effects) of 
introducing such activities into practical training at challenged support facilities was assessed from the 
aspect of user understanding. Analysis using KH Coder revealed that the relative frequency of “words 
expressing user figures”  and  “words expressing proactive engagement with users (including methods 
of development)”  related to psychological changes,  as well as  “words expressing proactive engagement 
with users (including methods of development)”  related to behavioral changes,  was significantly higher 
for the challenged support facility group than the child welfare facility group. When these results 
were analyzed using a co-recurrence network,  the expressions “a viewpoint that users should receive 
individual care,”“scene setting,”  and  “working on”  were detected as keywords. Based on these points, it 
may be argued that conducting activities using children’s cultural assets at challenged support facilities 
had the following influences (beneficial effects) on childcare trainees. (1) They could see the features 
of users through the activities,  resulting in alteration of their impressions about them,  and (2) after 
conducting activities,  they could work with the users while considering their condition and other factors.















テム KH coder Ver. 2. Beta.31（樋口2014）を用いた．
分析に用いた KH coder の品詞体系５）は，名詞（漢


































実習Ⅰの履修者で，1 年次春季（2 ～ 3 月）あるい






者授産施設］138 名，児童福祉施設群 78 名）を有
効回答とした．








第1回調査 2011年 7月 5日 1年次春季 13名 9名 A
第2回調査 2011年10月24日 2年次夏季 18名 8名 B
第3回調査 2012年 6月24日 1年次春季 19名 7名 C
第4回調査 2012年 9月12日 2年次夏季 14名 11名 D
第5回調査 2013年 4月11日 1年次春季 18名 8名 E
第6回調査 2013年 9月18日 2年次夏季 22名 12名 F
第7回調査 2014年 4月11日 1年次春季 17名 13名 G
第8回調査 2014年10月27日 2年次夏季 17名 10名 H
名87名831数　　総




































































絵本 紙芝居 人形劇 パネルシアターペ ＝nトーサプー
4( 86)%7.8 ( 21)%4.9 ( 31)%9.2 ( 4 )%0.31( 81)%2.51( 12群設施援支者害障 9.3%)
35( 24)%7.7 ( 6 )%4.6 ( 5 )%6.2 ( 2 )%1.5 ( 4 )%1.23( 52群設施祉福童児 .8%)
歌 リズム遊び 手遊び 音楽会（楽器を使用） 弾き歌い
運動系活動
（しっぽとり等） 手作り玩具 n＝
障害者支援施設群 13 ( 9.4%) 14 (10.1%) 11 ( 8.0%)  5 ( 3.6%)  5 ( 3.6%)  2 ( 1.4%) - 50 (36.2%)
児童福祉施設群 -  1 ( 1.3%)  7 ( 9.0%)  3 ( 3.8%)  4 ( 5.1%)  7 ( 9.0%)  2 ( 2.6%) 24 (30.8%)
折り紙 ちぎり絵 塗り絵 粘土遊び 貼り絵 壁面 万華鏡作り n＝
障害者支援施設群 7 ( 5.1%)  5 ( 3.6%)  2 ( 1.4%)  1 ( 0.7%)  4 ( 2.9%)  1 ( 0.7%) - 20 (14.5%)














シラナイ or 気軽 or 興味 or 動き or 状態 or 見方 or 笑
顔 or 想い or キモチ or 表情 or 反応 or イメージ or 注
目 or 発言 or 好き or 真剣 or 普段 or 楽しむ or 聞く
or 見る or 違う or 喜ぶ or 言う or 唄う or 歌う or 出
来る or 折る or 歩く or タノシク or 集中
キモチ or 興味 or 感想 or 程度 or 表情 or 様子 or 楽し
み or 個性 or 思い or 動き or 行動 or 反応 or 発見 or
達成 or 知る or 喜ぶ or 示す or 笑う or 訴える or 動け
る or 読み取れる or 質問
」語たし表を与関たし重尊を者象対「.b」語たし表を与関たし重尊を者象対「.b
内面 or 目線 or 配慮 or それぞれ or 一人ひとり or 受け
止める or 配る
敬語 or 理解 or 共感 or 尊重 or それぞれ or 一人ひとり
or その人その人 or 合う or 選ぶ or 配る or 変える or
優しい or 心掛ける
c.「対象者への主体的な関与（展開方法を含む）を表した語」 c.「対象者への主体的な関与（展開方法を含む）を表した語」
伝わる or チョイス or 発表 or 企画 or 内容 or 方法 or
レパートリー or 手段 or 理解 or 提供 or 工夫 or 自分か
ら or 引きつける or 引き付ける or 楽しめる or 寄り添う
or 作れる or たのしく or 理解
決意 or 提供 or 判断 or 自ら or 自分から or 話掛け or
考える or 動く or 寄り添う or 広げる or 進む or 引きつ
ける or 図れる or 予測 or 見守る or 行く or 作る
d.「対象者との接点を表した語（a・b・c以外）」 d.「対象者との接点を表した語（a・b・c以外）」
距離 or コミュニケーション or 一体  or 関わり or 一緒
or 対応 or 関 or 観察 or 交流 or 参加 or 積極的 or 話
掛け or 関わる or 話す or 掛ける or 話し掛ける or 話せ
る or 近づける or 呼ぶ or 持ちかける or 打ち解ける or
遊ぶ or 話しかける or 親しく or 仲良く or 壁
関わり or 距離 or 機会 or 会話 or 一緒 or 支援 or 接
or 援助 or 積極的 or 関わる or 行う or 見る or 接す or
読む or 伝える or 話す or 接する or 合わせる or 縮める
or 触れる or 触れ合う or 深める or 話せる or 近づける
or 見せる or 縮まる or 打ち解ける or 築く or 伝わる or
馴染む or 近い or 仲良く or 掛ける or 話し掛ける or 知
れる
e.「実習での態度・姿勢・感情を表した語」 e.「実習での態度・姿勢・感情を表した語」
分かる or 気持ち or 自信 or 余裕 or いら立ち or 関心
or 見方 or 消極 or 締めくくり or 不安 or 勇気 or 緊張
or 安心 or 意識 or 満足 or 安堵 or 充実 or 親近 or 達
成 or 痛感 or 反省 or 不安 or 楽 or 大切 or 自然 or 気
楽 or 嫌 or タのシみ or 変わる or 気付く or 気づく or
至る or 足りる or 楽しい or 嬉しい or 寂しい or 難しい
悲しい or ホッ
笑顔 or 自信 or 親しみ or リラックス or 楽 or 分かる





a.「対象者の姿を表した語」 53 (48.62%) 18 (31.03%) 71 (42.51%) 4.100* 45.61% 51.92% 0.218
b.「対象者を尊重した関与を表した語」  6 ( 5.50%) 4 ( 6.90%) 10 ( 5.99%) 0.000 8.77% 1.92% 1.312
c.「対象者への主体的な関与（展開方法を含む） 24 (22.02%) 4 ( 6.90%) 28 (16.77%) 5.167* 22.81% 21.15% 0.000
d.「対象者との接点を表した語（a・b・c以外）」 37 (33.94%) 16 (27.59%) 53 (31.74%) 0.444 26.32% 42.31% 2.429
e.「実習での態度・姿勢・感情を表した語」 60 (55.05%) 26 (44.83%) 86 (51.50%) 1.200 59.65% 50.00% 0.670
2575 76185901数スーケ
1年次実施群 2年次実施群
a.「対象者の姿を表した語」 20 (18.69%) 11 (22.92%) 31 (20.00%) 0.153 16.98% 20.37% 0.041
b.「対象者を尊重した関与を表した語」 11 (10.28%) 8 (16.67%) 19 (12.26%) 0.733 9.43% 11.11% 0.000
c.「対象者への主体的な関与（展開方法を含む） 28 (26.17%) 4 ( 8.33%) 32 (20.65%) 5.391* 28.30% 24.07% 0.077
d.「対象者との接点を表した語（a・b・c以外）」 83 (77.57%) 35 (72.92%)118 (76.13%) 0.180 77.36% 77.78% 0.000




















































































































































































































































































　（雇児発 0808 第 2 号）」．
北村恵子（2006）「保育現場における児童文化財に
　ついて その I――音楽的環境作りの視点からの
　手あそび」『児童文化研究所所報』28，27-35．
倉本義則（2009）「障害者施設実習に対する不安―
　―不安の因子構造および不安と経験との関係」『京
　都女子大学発達教育学部紀要 』(5)，21-30．
新實広記・藤重育子・西濱由有・矢藤誠慈郎（2012）「保
　育者養成課程における表現関係科目の教育内容に
　関する研究（1）」『東邦学誌』41(3)，141-162．
齊木恭子（2004）「児童文化財を活用した保育実技
　の質的向上を考える」『鳥取短期大学研究紀要』　
　(50)，151-160．
寺田博行・大野地平・海老江康二ほか（2008）「保
　育士養成における施設養護実習の現状と課題――
　知的障害者入所更生施設での実習から」『聖徳の
　教え育む技法』(3)，125-136．
隣谷正範（2013a）「保育学生の知的障害者に対する
　捉え方の変化――障害者支援施設での施設実習を
　焦点として」『松本短期大学研究紀要』(22)，　　
10 児童文化財を用いた活動が保育実習生の心理面・行動面に与える影響
